
非接触式たわみ測定システム（IDAP）

特許第4948660号「構造物変位量測定方法」
特許第5281610号「レーザー距離計付き撮影装置」

■ 基本システムの機器構成

完全非接触

高速処理

高精度

新技術で「動的変位」を測定

これからの構造物の
維持管理に貢献します

撮影距離20ｍで0.1mm以内
※周辺環境、使用機材によります。

簡単操作

■ 測定事例 架道橋

◆足場不要
◆交通遮断なし
◆マーカー不要

デジタル
カメラ

レーザー
距離計

パソコン

三脚

オプション品

（照明）
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条 件
撮影距離(m)

10m 30m 50m 70m

夏場測定 0.18mm 0.34 mm ---- ----

夏場以外 0.16 mm 0.28 mm 0.40 mm ----

夜間測定 0.14 mm 0.22 mm 0.30 mm 0.38 mm

※環境条件や撮影距離により、測定精度が異なります。また、現場ごとの測定誤差は、現地で算定可能です

測定精度（１σ）の目安値（基本システムを使用した場合）

たわみ

○橋桁中央部の変形特性の把握
○架け替え工事に伴う、新設橋桁のたわみ値の計測
○橋桁への車の衝突、地震など発生時の安全確認
○列車走行性、乗り心地の分析

■ 計測適用例

傾斜角φ

■ 計測作業例

遠隔非接触、ターゲット不要

■ 適用範囲と測定精度の目安

製品価格については、機器構成により変わりますので、ご相談ください。

■ 計測手法

①撮影
(斜距離・傾斜角測定)

②測定部切出し ③画素単位のたわみ量自動抽出
最小二乗マッチング

最適化前 最適化後

輝
度
平
均
画
像
輝
度
差
画
像

④グラフ化
(画素単位→たわみ量変換)

ここで、
Δｙ：画素変位、ｓ：素子サイズ、D：撮影距離
ｆ（D)：撮影距離に応じた焦点距離、φ：傾斜角
ｎ：撮影枚数、F：撮影フレームレート

変位（たわみ）量算定式
ΔY = （Δy×s）×D/f（D）cosφ

撮影時間 ｔ = ｎ ／ F

基準画像と一連画像におけるマッチングの収
束計算の過程（最適化）を輝度平均画像及び
輝度差画像で表現したもの

■ システム価格

 構造種別（コンクリート橋、鋼橋）を問わず計測可能
 直下が河川、道路、鉄道でも、交差物件に立入ることなく
斜め方向から計測可能
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